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与して上昇せしめた場合でも両者はほぼ平行して変動す

ることを確めた．

S－III－7．　Radioimmunoassayによる

　　　　　Triiodothyronine（T3），Thyroxine

　　　　　（T4）の同時測定とその臨床的応用

名古屋大学　第一内科
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　近年各種ホルモンの測定にRadioimmunoassay

（RIA）が行なわれているが，我々はRIAを用いた人

血中T3，　T4の同時測定を開発し，日常臨床のRoutine

assayとして十分使用出来る方法である事を認めたので

報告する．

　T3あるいは　T4に　Bovine　serum　Albumin　を

Carbodimaideを使用して結合した抗原をComplete

Freund　Adjuvantとともに家兎に感作して各々の抗体

を作製した．

　測定方法はAssay　tubeに1311・T4，1251－T3，抗体，血

清25λ，およびThyroxine－bind　ing　910bulinの影響を除

く為8・Anilino－1－naphthalene　sulfonic　acidを入れ37°

Cにて90分間incubateした後Dextran　Coated　Char・

coa1にてBound　Ferm，　Free　Formに分離して2チャ

ンネルwell　type　automaticγ一Counterにて放射能を

測定しB／Fを算出した．各サンプルのB／Fから標準

曲線によりT3，　T4値を求めた．

　本法にて測定したT3値は正常者平均120±20　ng／dl

（90－180），甲状腺機能充進症680±95ng／d1（220－

1200），甲状腺機能低下症52±17ng／dl（80－25）であ

った．T4値は正常者平均7．4±O．　5　ng／dl（3．9－9．8），

甲状腺機能充進症16．2±1．1ng／dl（12－20），甲状腺機

能低下症1．3±0．2ng／dl（0．4－2．0）であり，T3，　T4値と

もに三者間にかさなりは見られず，三甲状腺状態を良く

反映した．また本法用いた血中T3，　T4値の測定より，甲

状腺機能充進症状を示しながらT4値は正常でT3値が

高値を示すいわゆるT3　Toxicosis　46例を診断した．

またTSH－testにおけるT3，　T4値の変動に差が認めら

れ指標としてはT3値が有用である事を認めた．また甲

状腺機能充進症の抗甲状腺剤による治療後のT3，　T4の

変動に差が認められた．

　以上本法は少量の血清サンプルを用い迅速簡便でしか

も良く臨床症状を反映し，日常臨床の検査法として満足

出来る，有用な方法である事を認めた．

S－III－8．　In　vitm　testによる甲状腺機能の

　　　　　診断とくに遊離型サイロキシンな

　　　　　らびにトリヨードサイロニンの測定
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　血中遊離型サイロキシン（Free　T4）はサイロキシン

（T4）結合グロブリン（TBG）の増減にかかわらず，よ

く甲状腺機能を反映し，その測定は最も重要な甲状腺機

能検査法である．日常臨床ではFree　T4濃度の代用と

してFree　T4　indexの算出，またEffective　T4　ratio

（ETR）の測定（Res－0－Mat　ETR　Test）が行なわれて

V・る．ETR値はFree　T4実測値とよく相関し，有用

な甲状腺機能の指標であった．しかし，ETR値のみの

測定ではTBG異常の症例が見落される．そこでRes－

O．Mat　ETR　TestによりETR値とT4濃度を同時に

測定し，甲状腺機能の診断をより確実にするとともに，

両者の値の解離よりTBG異常症例の発見が可能であっ

た．Free　T4の測定のみで診断が不可能なものにトリヨ

ー ドサイロニン（T3）Thyrotoxicosisがあげられる．

本症は臨床的に甲状腺機能尤進状態にあるが，Free　T4

濃度は正常で，血中T3濃度が高値を示すもので，その

診断にT3濃度の測定が不可欠である．血中T3濃度

測定にはSterlingらのCompetitive　protein　binding

assayとRadioimmunoassayを比較検討した．

　Ster1　ingらの方法による血中T3濃度正常値は平均

200±50ng／100　m1．で，また各種甲状腺機能異常者につ

いての測定でも，よくその甲状腺機能を反映した．しか

し，本法では主としてPaper　chromatographyの過程

でT4からT3への転換がおこり，それを補正しなけ

ればならなかった．一方，Radioimmunoassayでは作

製された抗体の特異性，TBGとT3の結合阻害の方法

等に問題点が多い．後者の問題に関して緩衝液のpHお

よびSodium　ethylmercurithiosalicylate（MerthioIate）

の有用性を検討した．本法によるT3濃度正常値は平均

124±25　ng／100　ml．でSterling法による正常値より低

値であったが，そのT4よりT3への転換率での補正値

と比較的よく近似した．以上，T3濃度測定の問題点を

のべるとともに，実地上，ETR値，血中T4濃度およ

びTSH濃度に加えて，血中T3濃度測定の意義につい

て検討した成績を報告する．そして，日常臨床でこれら

諸検査をいかに組み合せるのが最も有効かを論ずる．
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